
低
額
譲
渡
と
法
人
税
法
二
二
条
二
項
 
 

神
戸
地
裁
昭
和
五
〇
年
九
月
一
九
日
判
決
 
 

昭
和
四
四
年
（
行
り
）
第
四
四
号
 
更
正
処
 
 

分
等
取
消
請
求
事
件
 
 

訟
務
月
報
二
一
巻
一
一
号
二
〇
〇
頁
、
税
務
 
 

訴
訟
資
料
八
二
号
七
四
一
頁
 
 

中
 
村
 
利
 
雄
 
 

（
撒
鯛
勒
鎧
）
 
 
 



〔
事
実
〕
 
 
 

一
事
実
の
経
絡
 
 
 

原
告
Ⅹ
会
社
は
、
食
品
類
に
使
用
す
る
香
料
の
製
造
を
業
と
す
る
資
本
金
二
、
0
0
0
万
円
の
株
式
会
社
で
、
法
人
税
法
上
の
同
族
会
社
 
 

で
あ
る
が
、
昭
和
四
十
年
十
月
▲
一
日
か
ら
昭
和
四
十
一
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
事
業
年
度
の
法
人
税
に
つ
い
て
、
所
得
金
額
八
三
、
七
五
三
、
 
 

三
九
六
円
、
納
付
す
べ
き
法
人
税
額
二
九
、
二
九
一
、
七
三
〇
円
と
す
る
確
定
申
告
を
し
た
と
こ
ろ
、
被
告
Y
税
務
署
長
は
、
昭
和
四
十
二
 
 

年
五
月
三
十
日
、
所
得
金
額
八
六
、
六
七
五
、
九
二
九
円
、
納
付
す
べ
き
法
人
税
額
三
〇
、
三
二
三
、
六
〇
〇
円
と
す
る
更
正
処
分
及
び
過
 
 

少
申
告
加
算
税
五
一
、
五
五
〇
円
の
賦
課
決
定
処
分
を
行
っ
た
。
 
 
 

そ
と
で
、
Ⅹ
会
社
は
、
こ
の
処
分
が
青
色
申
告
書
に
係
る
更
正
で
あ
る
た
め
、
昭
和
四
十
二
年
六
月
九
日
、
大
阪
国
税
局
長
に
対
し
、
低
 
 

廉
譲
渡
と
し
て
申
告
所
得
金
得
に
加
算
さ
れ
た
三
、
四
六
t
て
五
一
七
円
の
部
分
の
砺
消
し
を
求
め
る
審
査
請
求
を
し
た
と
こ
ろ
、
昭
和
四
 

十
四
年
九
月
十
八
日
、
静
求
を
棄
却
す
る
裁
決
が
あ
っ
た
た
め
、
更
正
処
分
及
び
過
少
申
告
加
算
税
の
賦
諌
決
定
処
分
並
び
に
裁
決
の
取
消
 
 

し
を
求
め
て
本
訴
に
及
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

二
 
当
事
者
の
主
張
の
要
旨
 
 
 

本
件
更
正
処
分
等
に
つ
き
争
わ
れ
た
の
は
、
Ⅹ
会
社
の
当
時
の
代
表
硬
締
役
T
に
対
し
譲
渡
し
た
Ⅹ
会
社
所
有
の
宅
地
及
び
岡
地
上
の
社
 
 

宅
の
代
価
が
低
廉
で
あ
る
か
ど
う
か
及
び
裁
決
に
付
記
し
た
理
由
が
不
備
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
こ
の
う
ち
 
 

社
宅
の
低
廉
譲
渡
に
限
定
し
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
、
裁
決
の
付
記
理
由
に
に
つ
い
て
は
省
略
す
る
こ
と
と
す
る
。
 
 
 

本
件
更
正
処
分
に
よ
り
申
告
所
得
金
額
に
加
算
さ
れ
た
「
社
長
宅
の
低
廉
譲
渡
三
、
四
六
二
、
五
一
七
円
」
の
対
象
と
な
っ
た
不
動
産
 
 

三
四
五
 
 
 



三
四
六
 
 

（
以
下
「
本
件
不
動
産
」
と
い
・
ち
♪
）
ほ
、
・
A
市
内
の
Ⅹ
会
社
の
・
事
務
所
及
び
‡
場
と
…
腰
卿
の
′
場
所
檻
あ
電
宅
地
四
三
大
二
二
六
が
（
一
三
二
 
 

僻
）
1
及
び
同
地
上
の
建
物
±
ニ
二
∵
六
七
鯉
（
里
子
一
六
坪
）
で
透
っ
て
、
Ⅹ
会
社
が
昭
和
二
十
九
年
九
月
に
土
地
を
取
得
し
、
昭
和
三
 
 

ろ
∵
」
れ
を
昭
和
四
十
一
ノ
年
九
月
十
九
日
に
代
価
六
、
遍
三
勺
▼
0
0
0
月
七
個
人
や
譲
渡
左
や
も
の
で
あ
通
人
譲
渡
時
の
蠣
簿
価
額
三
、
 
 

サ
ニ
年
一
月
虹
建
物
を
新
築
木
て
六
そ
の
瀬
得
価
額
の
合
計
額
由
、
九
〇
二
 

一
三
二
」
二
七
丁
七
円
へ
立
会
社
計
上
譲
渡
益
三
、
二
九
六
、
二
八
三
円
）
。
 
 
 

上
の
本
件
不
動
産
の
譲
渡
が
低
廉
譲
渡
で
ぁ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
Ⅹ
会
社
ほ
訴
外
丁
信
託
銀
行
不
動
産
部
の
不
動
産
評
価
書
を
引
用
 
 

⊥
ソ
そ
め
鑑
定
評
価
額
九
、
八
九
二
三
空
七
円
か
ふ
同
部
価
書
に
参
考
と
t
て
籠
載
さ
れ
て
い
る
賃
借
権
価
額
三
、
由
」
三
、
嘉
一
七
円
 
 

（
儲
記
選
定
儲
価
額
の
七
豆
％
相
当
額
）
．
を
腰
除
七
た
六
、
四
三
L
q
∴
0
0
つ
周
が
適
正
売
渡
価
格
や
透
る
七
生
張
し
∵
そ
の
理
由
と
し
て
、
 
 

①
Ⅹ
豪
社
憺
、
昭
和
三
十
二
年
四
月
十
八
日
横
長
取
締
役
T
▲
と
の
瀾
ヤ
賃
料
十
か
月
二
五
∵
0
0
0
円
∵
月
売
時
参
払
の
約
定
で
本
件
不
 
 

動
雇
の
頂
貸
借
契
約
を
締
結
し
た
が
∵
こ
れ
は
十
般
申
賃
贋
借
契
約
と
な
ん
ら
異
な
る
も
の
で
は
な
く
、
借
家
法
の
適
用
を
受
け
る
も
の
で
 
 

透
誉
」
・
沃
②
特
に
賃
常
に
つ
い
て
ほ
鳶
喝
Ⅵ
賃
潮
決
定
の
溜
儲
で
あ
る
取
得
価
額
檻
至
芸
の
剖
周
力
計
算
の
う
え
固
定
資
産
税
額
加
算
 
 

の
方
式
を
凝
っ
て
い
た
と
と
、
③
賃
借
権
の
滅
価
屈
慮
は
適
例
孟
○
瀦
之
見
る
べ
き
で
あ
る
が
へ
Ⅹ
会
社
は
前
記
評
価
書
の
鑑
定
意
見
を
尊
 
㌣
 
 

重
ん
・
て
∵
」
れ
を
三
五
％
と
し
た
藩
の
で
あ
窯
」
と
等
を
指
摘
し
、
鹿
家
権
評
価
額
三
、
由
六
三
五
「
七
円
を
否
認
さ
れ
る
合
理
的
理
由
 
 

ほ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
Y
税
務
署
長
が
七
れ
せ
層
忍
⊥
た
の
は
違
法
で
あ
る
走
去
滞
ん
た
。
 
 
 

こ
れ
に
対
し
Y
税
務
署
長
ほ
、
K
不
動
産
鑑
定
士
の
鑑
定
書
を
引
用
し
て
、
本
件
不
動
産
の
譲
渡
日
現
在
に
お
け
る
適
正
な
価
額
は
一
四
、
 
 

二
三
五
、
0
0
0
円
で
あ
る
か
ら
、
Ⅹ
会
社
の
引
用
す
る
鑑
定
評
価
額
九
、
八
九
二
、
五
一
七
円
自
体
低
額
で
あ
る
が
、
本
件
譲
渡
の
よ
う
 
 

に
会
社
訝
有
の
社
宅
を
継
続
し
て
入
居
中
の
役
員
や
従
業
員
に
払
下
げ
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
譲
渡
価
額
は
適
正
時
価
よ
り
も
あ
る
程
度
下
 
 
 



回
る
の
が
一
般
的
な
慣
行
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
、
本
件
不
動
産
の
譲
渡
価
額
（
借
家
権
の
減
価
配
慮
を
す
る
以
前
の
価
額
）
自
体
 
 

ほ
あ
え
宅
Ⅹ
会
社
主
張
額
を
訂
正
せ
ず
、
Ⅹ
会
社
が
こ
の
衝
か
ら
控
除
し
て
い
た
借
家
権
の
価
額
相
当
額
を
否
認
す
る
に
止
め
た
も
の
で
あ
 
 

る
が
、
本
件
賃
貸
借
契
約
は
通
常
の
過
程
で
成
立
し
た
も
の
と
は
異
な
り
、
本
件
不
動
産
に
時
価
相
当
額
よ
り
控
除
さ
れ
る
借
家
権
価
格
に
 
 

該
当
す
る
よ
う
な
借
家
権
は
形
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
主
張
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
①
本
件
建
物
が
当
初
か
ら
代
表
取
締
役
T
の
入
居
 
 

の
み
を
目
的
と
し
て
建
築
さ
れ
た
個
人
の
専
用
住
宅
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
、
②
本
件
賃
料
二
五
、
0
0
0
円
は
原
価
方
式
（
積
算
 
 

法
）
に
よ
り
計
算
し
た
適
正
賃
料
約
五
〇
、
0
0
0
円
に
比
し
著
し
く
低
額
で
あ
る
う
え
、
契
約
時
か
ら
売
却
時
ま
で
の
紛
十
年
間
全
く
改
 
 

訂
ぜ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
③
賃
料
は
月
払
の
約
定
で
あ
り
な
が
ら
、
最
初
の
四
か
月
は
徴
収
せ
ず
、
次
の
二
年
六
か
月
は
各
決
算
期
末
に
役
 
 

員
賞
与
せ
相
殺
す
る
七
い
う
処
理
を
し
、
最
後
の
約
七
年
間
は
各
決
算
期
末
ご
と
匠
Ⅹ
会
社
の
未
収
入
金
に
計
上
す
る
の
み
で
、
そ
の
徴
収
 
 

を
放
置
し
譲
渡
契
約
成
立
時
に
至
り
一
括
し
て
受
領
し
た
も
の
で
あ
る
等
、
契
約
条
項
は
全
く
遵
守
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
等
を
指
摘
し
て
い
 
 

る
。
 
 
 

本
件
低
廉
譲
渡
否
認
の
根
拠
と
し
て
Y
税
務
署
長
は
、
本
件
更
正
処
分
は
法
人
税
法
一
三
二
条
の
同
族
会
社
の
行
為
計
算
の
否
認
の
規
定
 
 

を
そ
の
ま
ま
適
用
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
本
件
の
低
廉
譲
渡
の
行
為
は
同
条
に
規
定
す
る
租
税
回
避
行
為
に
も
該
当
す
る
も
の
と
認
め
ら
 
 

れ
る
か
ら
、
「
ま
ず
第
一
次
的
に
は
時
価
に
よ
り
取
引
さ
れ
た
も
の
と
し
て
法
人
税
法
二
二
条
二
項
の
規
定
が
直
接
適
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
 
 

あ
わ
せ
て
同
法
一
三
二
条
の
適
用
せ
受
け
る
も
の
で
遜
る
」
と
主
張
し
た
。
 
 
 

こ
れ
に
対
し
Ⅹ
会
社
は
、
「
庶
人
税
法
二
二
条
二
項
の
規
定
は
∵
各
事
業
年
度
の
所
得
計
算
の
「
通
則
」
で
あ
っ
て
収
益
の
範
囲
を
規
定
 
 

す
る
原
則
的
親
局
に
過
ぜ
ザ
被
告
ら
主
張
の
本
物
件
の
価
格
が
一
四
、
⊥
三
五
、
0
0
0
円
せ
す
る
主
張
は
附
近
立
地
条
件
の
調
査
不
備
の
・
 
 

た
め
信
憑
性
ほ
低
ぺ
原
潜
主
張
価
格
せ
憩
っ
て
サ
る
本
件
物
件
の
譲
渡
が
か
か
る
抽
象
的
一
般
的
規
定
に
違
反
す
る
と
す
る
の
み
で
は
更
 
 

三
四
七
 
 
 



三
四
八
 
 

正
処
分
の
合
理
的
理
由
と
は
な
り
得
な
い
。
（
中
略
）
同
法
三
二
条
は
税
法
上
当
然
認
め
ら
れ
て
い
る
実
質
課
税
の
原
則
を
、
特
に
同
族
 
 

会
社
の
行
為
計
算
に
つ
き
、
そ
の
否
認
と
い
う
形
で
具
体
的
に
確
認
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
が
、
本
件
で
は
、
非
同
族
会
社
 
 

で
滝
通
常
な
し
得
る
不
動
産
の
賃
借
権
の
価
格
を
売
却
た
あ
た
り
控
除
す
る
と
い
う
合
理
的
な
行
為
計
算
（
本
件
不
動
産
の
借
家
権
価
額
算
 
 

定
）
凌
な
し
た
だ
廿
で
あ
る
か
ら
、
被
告
ら
の
な
し
た
本
件
行
為
計
算
の
否
認
は
、
同
条
の
適
用
を
誤
っ
た
も
の
で
あ
る
。
」
と
反
論
し
て
い
 
 

る
。
 
 

〔
判
示
〕
 
 

判
決
は
、
次
の
と
お
り
判
示
し
、
Ⅹ
会
社
の
請
求
を
棄
却
し
た
。
 
 

一
借
家
権
相
当
額
の
控
除
に
つ
い
て
 
 

本
判
決
は
、
ま
ず
、
賃
借
権
の
持
つ
制
約
の
取
引
価
格
へ
の
影
響
に
つ
い
士
「
賃
借
権
が
設
定
さ
れ
て
い
る
物
件
が
売
買
さ
れ
る
場
合
に
 
 

ぉ
い
て
契
約
上
当
事
者
双
方
が
賃
貸
借
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
契
約
の
紛
旨
に
よ
り
可
能
で
あ
る
と
き
は
、
契
約
が
解
除
さ
れ
る
こ
と
に
 
 

ょ
り
そ
の
物
件
の
客
観
的
価
格
が
決
定
さ
れ
る
が
、
契
約
自
由
の
原
則
が
制
限
さ
れ
る
場
合
、
そ
の
物
件
の
利
用
価
値
程
度
か
ら
考
え
て
賃
 
 

借
権
の
持
つ
制
紛
が
物
件
の
現
実
の
取
引
価
格
に
影
響
す
る
こ
と
は
避
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
」
と
し
、
ま
た
、
社
宅
の
使
用
関
係
に
つ
い
 
 

て
ー
「
会
社
と
そ
の
従
業
員
と
の
間
に
お
け
る
有
料
社
宅
の
使
用
関
係
が
賃
貸
借
で
あ
る
か
、
そ
の
他
の
契
約
関
係
で
あ
る
か
は
各
場
合
の
契
 
 

約
の
趣
旨
に
よ
や
個
別
的
に
定
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
特
定
の
社
宅
の
支
給
が
特
定
の
役
職
と
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
 
 

そ
れ
が
事
業
用
設
備
の
一
部
と
見
ら
れ
る
よ
う
な
特
段
の
事
情
が
存
す
る
と
き
ほ
、
仮
令
有
償
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
使
用
と
対
価
関
係
に
 
 

ぁ
る
と
は
解
せ
ら
れ
ず
、
そ
の
使
用
関
係
が
賃
貸
借
に
・
該
ら
な
い
と
解
す
べ
き
場
合
が
あ
る
こ
・
と
▼
は
否
定
で
き
な
い
。
」
と
し
た
う
え
、
本
件
 
 
 



不
動
産
の
使
用
関
係
に
つ
い
て
、
①
本
件
物
件
は
原
告
工
場
に
来
所
す
る
得
意
先
の
視
察
、
共
同
研
究
の
た
め
の
接
待
、
宿
泊
の
施
設
と
す
 
 

る
目
的
を
持
ち
、
そ
の
接
待
に
・
は
代
表
取
締
役
で
あ
る
T
自
ら
が
入
居
し
こ
れ
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
、
②
T
が
本
物
件
に
入
居
し
た
当
時
 
 

に
お
い
て
賃
貸
借
契
約
は
な
く
、
そ
の
後
A
税
務
署
源
泉
徴
収
係
員
が
指
摘
、
行
政
指
導
に
よ
り
遡
っ
て
原
告
主
張
の
賃
貸
借
契
約
が
締
結
 
 

さ
れ
た
こ
と
、
③
そ
の
賃
料
の
支
払
状
況
は
通
常
の
賃
貸
借
に
お
け
る
賃
料
の
支
払
と
は
全
く
異
質
な
も
の
が
あ
る
こ
と
、
④
原
告
に
お
い
 
 

て
本
物
件
を
第
三
者
に
売
却
す
る
場
合
、
契
約
解
除
権
が
留
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
⑤
原
告
は
一
般
従
業
員
に
対
す
る
社
宅
は
持
っ
て
い
な
 

い
こ
と
等
の
事
実
を
認
定
し
、
こ
れ
ら
諸
般
の
事
情
を
考
慮
す
る
と
き
は
、
「
本
件
物
件
の
使
用
関
係
は
賃
貸
借
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
が
、
 
 

そ
の
実
質
は
企
業
組
織
の
必
要
的
構
成
部
分
、
換
言
す
れ
ば
事
業
用
施
設
の
一
部
分
と
し
て
の
利
用
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
り
、
賃
料
と
 
 

言
う
も
使
用
と
対
価
関
係
に
立
つ
と
は
認
め
難
く
、
実
質
課
税
の
原
則
上
、
訴
外
T
に
本
件
物
件
を
譲
渡
す
か
に
あ
た
り
賃
借
権
の
制
約
が
 
 

あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
価
格
を
控
除
す
る
こ
と
に
よ
り
譲
渡
価
格
を
決
定
す
る
と
と
ほ
相
当
で
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
」
と
し
て
、
 
 

被
告
Y
税
務
署
長
ら
が
原
告
主
張
の
本
件
不
動
産
の
鑑
定
評
価
額
九
、
入
九
二
、
五
一
七
円
を
相
当
な
譲
渡
価
格
と
し
て
賃
借
権
の
価
格
の
 
 

形
成
を
認
め
な
か
っ
た
判
断
は
相
当
で
あ
る
と
し
た
。
 
 
 

二
 
低
額
譲
渡
に
係
る
収
益
に
つ
い
て
 
 
 

本
件
不
動
産
に
つ
い
て
、
そ
の
買
受
人
に
借
家
権
が
存
在
し
な
い
以
上
、
そ
の
譲
渡
に
あ
た
り
借
家
権
相
当
額
を
控
除
し
た
と
こ
ろ
に
よ
 
 

り
譲
渡
価
額
を
決
定
し
た
こ
と
は
、
借
家
権
相
当
額
だ
け
適
正
価
額
よ
り
も
低
廉
な
価
額
で
譲
渡
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
 
 

こ
の
取
引
に
係
る
収
益
の
法
人
税
法
上
の
取
扱
い
に
つ
い
て
本
判
決
は
、
法
人
税
法
二
二
条
二
項
の
規
定
は
、
「
法
人
の
所
得
の
計
算
は
各
 
 

事
業
年
度
の
総
益
金
か
ら
総
損
金
を
控
除
し
た
も
の
と
す
る
所
得
計
算
を
示
す
も
の
で
、
之
を
資
産
譲
渡
に
つ
い
て
言
え
ば
、
資
産
譲
渡
益
 
 

に
対
す
る
課
税
は
法
人
の
資
産
が
売
買
交
換
等
に
よ
り
所
有
者
で
あ
る
法
人
の
支
配
を
離
脱
す
る
際
に
資
産
の
値
上
り
と
言
う
形
で
既
に
発
 
 

三
四
九
 
 
 



三
五
〇
 
 

生
し
て
い
る
資
産
利
益
を
清
算
課
税
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
資
産
が
第
三
者
に
譲
渡
さ
れ
た
場
合
に
は
、
、
そ
め
譲
渡
が
時
価
よ
り
低
廉
な
 
 

価
格
で
な
さ
れ
た
と
き
で
や
当
該
資
産
の
取
得
価
格
（
帳
縛
価
格
）
と
時
価
と
の
差
額
・
で
あ
る
資
産
利
益
に
相
当
す
る
益
金
が
あ
る
も
の
 
 

と
し
▼
鬼
け
れ
ば
な
ら
な
い
ヱ
と
は
当
然
で
あ
り
、
．
被
告
税
務
署
長
が
法
人
税
法
第
二
二
条
第
二
項
に
よ
り
前
記
鑑
定
評
価
額
で
あ
る
九
（
八
 
 

九
二
、
至
七
円
で
訴
外
T
に
譲
渡
し
た
も
の
と
看
倣
七
記
帳
額
で
あ
る
六
、
四
三
〇
、
0
0
0
円
と
の
差
額
三
、
四
六
二
、
五
一
七
円
 
 

を
原
告
め
益
金
と
し
て
更
正
し
た
原
処
分
は
何
等
違
法
で
は
な
い
」
一
と
判
示
し
た
。
 
 

〔
評
瞥
 
 

↑
 
借
家
権
価
格
の
控
除
に
つ
い
て
 
 

養
家
権
と
は
、
建
物
の
賃
貸
借
契
約
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
り
借
家
法
上
像
護
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
借
家
人
の
法
律
上
も
し
く
は
慣
行
上
 
 

の
権
利
な
い
し
事
実
上
の
利
益
を
い
う
も
の
と
さ
れ
、
ま
た
、
借
家
権
価
格
と
は
、
こ
の
権
利
な
い
し
利
益
お
よ
び
こ
れ
を
包
含
す
る
法
的
 
 

（
注
1
）
 
 

状
態
紅
対
す
る
経
済
的
価
値
を
い
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
税
法
は
、
借
家
契
約
に
つ
い
て
ほ
借
地
契
約
に
対
す
る
よ
う
な
特
別
な
規
定
（
所
令
七
九
、
八
〇
、
法
令
…
七
～
…
九
）
 
 

は
設
け
て
い
な
い
。
た
だ
、
借
家
契
約
の
う
ち
建
物
を
店
舗
、
事
務
所
等
生
産
的
目
的
．
に
利
用
す
る
に
際
し
て
借
家
人
が
支
出
す
る
権
利
金
、
 
 

立
退
料
等
の
費
用
に
つ
い
て
は
繰
延
資
産
と
し
、
右
の
支
出
の
効
果
の
及
ふ
期
肝
打
応
じ
て
償
却
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
 
 

入
所
令
七
砂
四
ロ
、
一
三
七
①
二
1
法
令
一
四
①
九
日
二
ハ
四
①
二
）
。
こ
れ
は
、
現
在
の
経
済
社
会
に
重
い
て
は
、
建
物
の
賃
貸
借
契
約
 
 

に
際
し
、
そ
の
使
用
の
対
価
と
し
七
権
利
金
そ
の
他
の
一
時
金
を
収
受
す
を
取
引
上
の
慣
行
が
特
殊
な
場
合
（
い
わ
ゆ
る
「
譲
渡
権
利
」
が
 
 

ぁ
る
場
合
）
を
除
い
て
な
い
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
借
地
法
に
よ
る
借
地
権
は
元
来
土
地
の
経
済
的
利
用
を
本
質
 
 
 



的
要
素
と
し
、
投
下
資
本
回
収
の
面
か
ら
そ
の
譲
渡
性
が
保
護
さ
れ
財
産
性
の
極
め
て
高
い
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
借
家
法
は
元
来
借
家
 
 

（
注
2
）
 
 

人
の
居
住
を
一
定
の
要
件
が
具
備
し
て
い
る
と
き
生
存
権
的
に
保
護
す
る
の
が
目
的
で
そ
の
譲
渡
性
を
保
暮
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
 
 

両
者
は
そ
の
財
産
性
に
お
い
て
格
段
の
差
が
あ
り
、
経
済
社
会
に
お
い
て
市
場
価
格
と
し
て
借
家
権
価
格
が
形
成
さ
れ
る
事
例
が
非
常
に
少
 
 

な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
借
家
法
に
よ
り
保
護
さ
れ
る
借
家
権
は
、
譲
渡
性
よ
り
ほ
む
し
ろ
居
住
性
に
重
点
が
置
か
れ
て
お
り
、
そ
の
流
通
性
は
極
 
 

め
て
稀
薄
な
も
の
で
あ
る
。
 
 

（
注
）
 
譲
渡
権
利
と
ほ
、
建
物
を
店
舗
等
生
産
的
に
利
用
す
る
賃
貸
借
契
約
に
お
い
て
借
家
の
条
件
と
し
て
賃
借
人
が
借
家
権
を
第
三
者
に
譲
渡
し
 
 

得
る
こ
と
を
特
約
し
た
も
の
で
、
そ
の
借
家
権
が
転
々
流
通
す
る
特
殊
な
賃
借
権
を
い
う
。
借
家
人
が
借
家
を
営
業
用
の
店
舗
等
と
し
て
利
用
 
 

す
る
場
合
に
は
、
店
舗
の
造
作
、
内
装
費
用
等
多
額
の
設
備
費
を
必
要
と
し
、
そ
の
明
渡
し
に
際
し
て
は
借
家
人
は
こ
れ
ら
設
備
費
等
の
投
下
 
 

資
本
の
回
収
を
望
む
が
、
一
方
、
▼
賃
貸
人
は
明
渡
し
に
関
す
る
紛
争
や
造
作
の
買
取
請
求
を
受
け
る
こ
と
を
好
ま
な
い
。
そ
こ
で
、
賃
貸
借
契
 
 

約
に
お
い
て
借
家
権
の
譲
渡
を
特
約
す
る
こ
と
に
ょ
り
、
貸
主
は
安
定
し
た
賃
貸
料
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
借
主
は
借
家
権
と
と
も
に
営
 
 

業
権
、
設
備
費
等
を
一
括
し
て
第
三
者
に
譲
渡
す
る
こ
と
に
ょ
り
投
下
資
本
の
回
収
が
容
易
と
な
る
の
で
、
安
心
し
て
十
分
な
資
本
の
投
下
が
 
 

で
き
、
貸
主
と
借
主
の
双
方
の
利
益
を
共
に
満
足
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
 
 

家
産
の
貸
借
関
係
に
は
、
使
用
貸
借
と
賃
貸
借
と
が
あ
り
、
使
用
貸
借
の
場
合
に
は
、
返
還
の
時
期
を
定
め
な
い
限
り
家
主
ほ
何
時
で
も
 
 

そ
の
明
渡
し
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
民
法
五
九
七
）
の
に
対
し
、
賃
貸
借
の
場
合
に
は
、
借
家
法
の
適
用
を
受
け
、
家
主
は
自
ら
使
 
 

用
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
場
合
そ
の
他
正
当
な
事
由
が
あ
る
場
合
で
な
け
れ
ば
明
渡
し
の
申
入
れ
を
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
さ
ら
に
正
当
 
 

な
事
由
が
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
六
か
月
前
に
明
渡
し
の
申
入
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
借
家
法
一
の
二
、
三
）
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
 
 

三
五
一
 
 
 



三
五
二
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
寛
貸
借
契
約
で
あ
㌢
な
が
．
旦
雇
用
契
約
と
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
社
宅
の
使
用
関
係
に
関
す
る
判
例
、
学
 
 

（
注
3
）
 
 

説
を
分
類
す
れ
ば
、
次
の
と
お
り
と
な
る
 

①
 
社
宅
の
使
用
関
係
は
」
、
そ
 

合
阻
ほ
そ
れ
が
優
先
す
る
と
す
る
も
の
 
 
 

②
 
社
宅
の
使
用
関
係
は
、
居
住
者
が
僅
少
の
修
繕
料
、
電
気
料
、
水
道
料
等
し
か
支
払
わ
な
い
の
で
、
原
則
的
に
ほ
使
用
貸
借
で
あ
る
 
 

と
す
る
も
の
 

③
 
社
宅
の
使
用
関
係
ほ
、
そ
の
対
価
が
支
払
わ
れ
て
い
る
こ
と
た
よ
り
賃
貸
借
で
あ
る
が
、
そ
れ
ほ
性
質
上
雇
用
契
約
と
と
も
に
終
始
 
 

す
べ
き
で
あ
り
、
■
ま
た
層
別
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ぢ
、
借
家
法
の
適
用
は
排
除
さ
れ
る
と
す
る
も
の
 

④
 
社
宅
の
使
用
関
係
は
、
い
か
な
る
各
称
で
あ
ろ
う
と
、
 

て
借
家
法
は
当
然
適
用
さ
れ
る
と
す
る
も
の
 

こ
の
よ
 

て
必
ず
し
も
一
〉
律
に
そ
め
法
律
上
の
性
質
を
給
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
が
、
世
間
並
み
の
虜
質
相
当
額
を
使
用
料
と
し
て
支
払
 
 

（
注
4
）
 
 

っ
て
い
る
場
合
の
使
用
関
係
は
賃
貸
借
で
あ
り
、
使
用
料
が
維
持
費
の
一
部
に
過
ぎ
ず
社
宅
使
用
と
対
価
関
係
に
な
い
場
合
に
は
、
社
宅
の
 
 

（
注
5
）
 
 

使
用
は
従
業
員
た
．
る
身
分
を
保
有
す
る
期
間
に
限
ら
れ
る
趣
旨
の
特
殊
の
契
約
関
係
で
あ
っ
て
賃
貸
借
関
係
で
は
な
い
と
す
る
判
例
に
照
せ
 
 

ば
専
業
施
儲
竺
部
と
し
て
の
利
用
上
認
め
る
の
′
が
相
当
で
あ
り
、
賃
料
と
言
う
も
使
用
せ
対
価
周
係
に
立
つ
と
ほ
認
め
難
く
、
衰
質
儲
税
 
の
原
則
上
、
訴
外
T
に
本
件
物
件
を
議
腰
す
る
に
あ
た
り
賃
借
権
の
制
約
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
価
格
凌
控
除
す
る
こ
と
に
ょ
り
譲
 
 
 

ば
、
本
判
決
が
「
本
件
物
件
の
使
用
関
係
ほ
賃
貸
借
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
が
、
そ
の
実
質
ほ
企
業
組
織
の
必
要
的
構
成
部
分
、
換
言
す
れ
 
 

一▲J
  



こ
の
歩
合
の
「
賃
借
権
の
制
約
」
と
ほ
、
前
述
し
た
徳
家
権
の
よ
う
な
権
利
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
住
め
る
権
利
（
い
わ
ゆ
盲
使
用
権
）
 
 

と
い
っ
た
程
摩
の
 

（
注
1
、
2
）
 
大
原
誠
三
郎
、
熊
谷
安
弘
「
契
約
と
税
務
（
借
家
契
約
）
」
税
理
二
〇
巻
三
号
一
四
七
貢
 
 

（
注
3
）
 
池
田
直
視
「
社
宅
の
使
用
関
係
」
契
約
法
大
系
Ⅱ
二
二
六
頁
 
 
 

（
注
4
）
 
最
高
裁
判
所
昭
和
≡
年
〓
竺
六
日
判
決
、
民
集
一
〇
巻
二
竺
、
．
四
五
三
頁
 

（
注
5
）
 
最
高
裁
判
所
昭
和
二
九
年
一
一
月
一
六
日
判
決
、
民
集
八
巻
〓
号
二
、
〇
四
七
草
 
 
 

二
．
－
低
額
譲
渡
に
係
る
収
益
に
つ
い
て
 
 
 

り
 
落
人
税
法
二
二
条
二
項
は
、
 

額
・
は
、
別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
資
産
の
販
売
、
有
償
又
は
無
償
に
よ
る
資
産
の
譲
渡
又
は
役
務
の
提
供
、
無
償
に
よ
る
資
産
の
 
 

譲
受
け
そ
の
他
み
取
引
で
資
本
等
敢
引
以
外
の
む
の
に
廃
る
当
該
事
業
年
直
の
収
益
取
額
と
す
る
」
と
規
定
し
て
い
告
こ
れ
は
同
条
 

の
課
税
所
得
臥
金
掛
の
計
算
上
の
積
極
項
目
そ
あ
る
．
「
当
該
事
業
年
度
の
益
金
の
額
」
と
い
シ
容
希
に
入
れ
る
べ
き
中
味
を
規
定
し
た
も
 

渡
価
格
を
決
定
す
る
▲
こ
と
は
相
当
で
な
い
と
廃
す
べ
き
で
あ
る
」
左
判
示
し
、
借
家
権
の
・
形
成
を
認
め
な
か
っ
た
の
は
相
当
で
あ
る
。
．
本
件
 
 

社
宅
、
の
使
厨
関
係
が
賃
貸
借
で
な
け
れ
ば
、
∴
借
主
紅
つ
い
て
借
家
法
に
よ
る
保
護
は
与
え
ら
れ
ず
、
従
っ
て
、
原
告
会
社
匿
お
い
て
本
件
社
 
 

宅
を
第
三
者
に
売
却
す
．
る
場
合
の
契
約
解
除
権
を
留
保
す
る
と
い
う
借
主
に
不
利
益
な
特
約
も
有
効
と
解
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
第
三
者
へ
わ
 
 

売
却
に
際
し
入
居
者
の
使
用
権
が
物
件
の
取
引
価
格
へ
の
制
約
と
な
ら
な
い
も
の
で
あ
れ
ば
、
入
居
者
自
身
へ
の
売
却
に
際
し
て
も
、
そ
の
 
 

便
用
権
は
痕
引
価
格
ぺ
の
制
約
と
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
 
 
 

な
お
、
本
判
決
が
、
∴
本
件
物
件
を
代
表
取
締
役
T
に
譲
渡
す
る
に
あ
た
り
「
賃
借
権
の
制
約
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
 
 
 

で
あ
る
。
 
 
 



◎
襲
辞
 
 

（
彗
｛
縦
軸
瑚
軸
－
∽
‥
∞
∞
∞
朋
㌘
稀
N
N
？
）
 
 

（
墟
）
｛
帽
警
㌣
－
∞
詭
凧
調
（
辞
N
N
◎
）
 
 
 

次
に
、
「
無
償
に
よ
る
資
産
の
譲
渡
」
で
あ
る
が
、
企
業
会
計
に
お
い
て
は
資
産
の
無
償
譲
渡
又
は
低
廉
譲
渡
に
つ
い
て
は
、
そ
の
資
産
 
 

の
適
正
時
価
等
に
▼
よ
る
経
理
の
当
否
は
未
だ
論
ぜ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
特
に
こ
れ
を
例
示
し
て
税
務
上
は
資
産
の
無
償
譲
渡
等
に
よ
っ
て
 
 

も
収
益
が
生
ず
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
法
人
が
他
の
老
と
取
引
を
行
う
場
合
に
は
、
す
べ
て
資
産
は
時
価
に
よ
 
 

っ
て
取
引
さ
れ
る
も
の
と
し
て
課
税
所
得
を
計
算
す
る
と
い
う
の
が
現
在
の
法
人
税
法
の
原
則
的
な
考
え
方
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
ょ
る
。
 

す
な
わ
ち
、
資
産
の
贈
与
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
は
、
当
然
に
そ
の
資
産
の
時
価
に
相
当
す
る
所
得
が
あ
っ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
、
ま
た
、
 
 

資
産
の
贈
与
（
無
償
の
譲
渡
）
を
行
っ
た
法
人
も
、
そ
の
資
産
の
時
価
を
認
識
し
て
こ
れ
、
を
贈
与
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
贈
与
は
資
産
 
 

を
有
償
で
譲
渡
し
て
そ
の
時
価
に
相
当
す
る
対
価
を
金
銭
で
受
け
取
り
直
ち
に
こ
の
金
銭
を
贈
与
ん
た
と
と
と
な
ん
ら
変
る
と
こ
ろ
が
な
く
、
 
 
 

三
五
四
 
 
 

こ
の
う
ち
「
有
償
に
よ
る
資
産
の
譲
渡
」
を
例
示
し
た
の
は
、
資
産
の
譲
渡
代
金
そ
の
も
の
は
会
計
用
語
と
し
て
は
一
般
に
収
益
と
は
い
 
 

わ
な
い
（
企
業
会
計
に
お
い
て
は
当
期
数
瞬
主
義
の
立
場
か
ら
譲
渡
代
金
と
譲
勝
原
価
と
の
差
額
を
も
っ
て
固
定
資
産
売
却
損
益
と
し
て
表
 
 

示
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
）
の
で
、
特
に
例
示
し
、
そ
の
譲
渡
代
金
の
総
額
を
益
金
の
額
に
算
入
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
 
 

る
。
 
 
 

た
と
え
ば
、
帳
特
価
額
三
、
0
0
0
千
円
の
土
地
を
一
〇
、
0
0
0
千
円
で
譲
渡
し
た
と
す
れ
ば
、
次
の
と
お
り
と
な
る
。
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除
湘
押
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（
帝
）
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ヰ
コ
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資
産
の
頂
隈
儲
渡
切
場
合
は
、
右
の
譲
渡
に
よ
り
収
益
が
生
ず
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
と
全
く
同
じ
よ
う
に
資
産
の
贈
与
の
と
き
に
そ
 
 

の
時
価
に
相
当
す
る
収
益
が
実
現
し
七
も
の
と
認
め
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
を
益
金
の
額
に
算
入
し
て
課
税
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
 
 

ら
丸
亀
の
で
濁
る
。
つ
ま
り
、
法
人
税
瀧
は
、
資
産
の
無
償
譲
渡
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
法
人
が
資
産
を
い
っ
た
ん
時
価
を
も
っ
て
有
償
譲
 
 

渡
を
し
「
こ
れ
に
よ
り
受
け
取
っ
た
金
銭
を
直
ち
に
相
手
方
に
贈
与
し
た
こ
と
と
経
済
的
効
果
に
お
い
て
な
ん
ら
異
な
る
と
と
ろ
が
な
い
の
 
 

で
、
そ
の
資
産
の
時
価
に
相
当
す
る
譲
渡
収
益
を
認
識
し
、
こ
れ
を
益
金
の
額
に
算
入
す
る
（
法
二
二
②
）
と
と
も
に
、
当
該
時
価
相
当
額
 
 

を
相
手
方
に
対
す
る
贈
与
（
寄
付
金
ま
た
は
給
与
）
と
し
て
取
り
扱
う
（
法
三
七
⑤
、
三
四
②
、
三
五
④
）
こ
と
と
し
て
．
い
る
の
で
あ
る
′
。
 
 
 

た
と
え
ば
、
帳
簿
価
額
三
、
0
0
0
千
円
、
時
価
一
〇
、
0
0
0
千
円
の
土
地
を
周
係
会
社
に
贈
与
し
た
と
す
れ
ば
、
次
の
と
お
り
と
な
 
 

る
。
 
 

次
に
、
「
有
償
又
は
無
償
に
よ
る
資
産
の
譲
渡
」
に
は
、
い
わ
ゆ
る
低
額
譲
渡
も
含
ま
れ
、
こ
の
場
合
の
益
金
の
額
に
算
入
す
べ
き
収
益
 
 

の
額
は
、
そ
の
資
雇
の
譲
渡
の
対
価
の
額
の
は
か
、
当
該
対
価
の
額
と
当
該
資
産
の
譲
渡
の
時
に
お
け
る
時
価
と
の
差
額
忙
相
当
す
．
る
金
額
 
 

も
含
守
れ
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
法
人
税
法
二
二
条
二
項
の
文
言
上
か
ら
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
①
資
産
め
低
額
譲
渡
が
 
 

あ
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
譲
渡
の
対
価
の
額
を
含
め
た
当
該
資
産
の
時
価
相
当
額
の
経
済
的
価
値
が
譲
渡
者
側
か
ら
譲
受
著
側
に
移
転
し
」
 
 

譲
渡
者
側
に
時
価
相
当
額
の
経
済
的
価
値
の
実
現
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
（
時
価
相
当
額
の
経
済
的
価
値
の
実
現
と
い
う
点
で
は
、
 
 

前
述
の
無
償
譲
渡
の
場
合
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
）
、
②
法
人
税
法
の
全
文
改
正
以
前
か
ら
長
い
間
法
人
税
法
の
益
金
概
念
の
解
釈
上
当
 
 

然
の
こ
と
せ
㌧
て
同
感
の
考
え
方
を
採
っ
て
お
り
（
昭
和
二
六
。
九
二
言
付
直
浩
一
1
二
ニ
○
通
達
「
七
七
」
、
「
三
五
五
」
の
臼
）
、
同
条
 
 

三
五
五
 
 
 

（
轟
）
 
 

胡
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ヰ
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（
幹
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三
五
六
 
 

二
項
偲
こ
の
事
見
方
を
そ
Ⅵ
ま
ま
踏
襲
し
て
規
定
の
整
備
を
囲
っ
た
も
の
に
過
ぎ
ず
、
か
つ
、
同
項
の
「
有
償
又
は
無
償
に
よ
る
資
産
の
譲
 
 

渡
」
．
ほ
資
本
等
取
引
以
外
の
取
引
の
例
示
で
あ
る
一
人
と
、
．
③
低
額
譲
渡
は
、
い
わ
ゆ
る
「
混
合
贈
与
」
で
あ
り
、
観
念
的
に
は
対
価
に
つ
い
 
 

て
の
「
有
償
に
よ
る
資
産
の
譲
渡
」
と
時
価
と
対
価
上
の
差
額
に
つ
い
て
の
「
無
償
に
よ
る
資
産
の
譲
渡
」
と
の
二
つ
の
取
引
に
分
解
す
る
 
 

こ
、
上
が
で
き
、
こ
の
分
解
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
取
引
は
、
そ
の
ま
ま
同
項
の
例
示
取
引
に
該
当
す
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
．
と
尊
か
ち
 
 

ん
て
∵
低
額
腐
渡
も
同
項
の
、
例
示
取
引
風
食
守
れ
、
当
該
資
産
の
時
価
相
当
額
が
収
益
の
額
と
し
て
益
金
の
額
に
算
入
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
 
 

腐
さ
れ
る
。
ま
た
、
低
額
譲
渡
を
し
た
場
合
の
時
価
と
対
価
と
の
差
額
に
相
当
す
る
収
益
の
処
分
形
態
の
一
つ
で
あ
る
寄
付
金
に
つ
き
、
 
 

「
資
産
の
譲
渡
又
ほ
経
腐
的
．
兎
利
益
の
償
与
を
し
セ
場
合
濫
お
い
て
、
ネ
の
譲
渡
又
は
供
与
の
対
価
の
額
が
当
該
資
産
の
そ
の
譲
渡
の
時
に
 
 

ぉ
け
る
価
額
又
は
当
該
経
済
的
な
利
益
の
そ
の
供
与
の
時
に
お
け
る
価
額
に
比
し
て
低
い
と
き
は
、
当
該
対
価
の
額
と
当
該
価
額
と
の
差
額
 
 

の
う
ち
に
実
質
的
に
贈
与
又
は
無
償
の
供
与
を
し
た
と
認
め
ら
れ
る
金
額
は
、
前
項
の
寄
付
金
の
額
に
含
産
れ
る
も
の
と
す
る
。
」
と
規
定
し
 
 

て
い
る
こ
と
（
法
三
七
⑥
）
及
び
役
員
又
ほ
使
用
人
に
対
す
る
給
与
に
は
、
「
債
務
の
免
除
に
よ
る
利
益
そ
の
他
の
経
済
的
な
利
益
を
含
 
 

む
。
」
せ
規
定
t
て
い
る
こ
と
六
法
三
四
句
三
五
④
」
は
．
、
法
人
税
法
二
二
条
二
項
の
「
有
償
又
は
無
償
に
よ
る
資
産
の
譲
渡
」
に
よ
る
 
 

収
益
L
の
儲
に
は
、
低
額
譲
渡
資
膚
の
時
価
と
対
価
と
の
差
額
に
相
当
す
る
部
分
の
金
額
も
含
ま
れ
そ
」
と
を
予
定
し
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
 
 

る
（
て
の
点
に
つ
い
て
は
後
記
㈲
で
詳
説
す
る
。
）
。
 
 

昭
こ
れ
を
本
件
不
動
雇
の
譲
渡
に
つ
小
て
み
る
に
、
譲
渡
し
た
資
産
の
時
価
は
、
判
決
に
よ
り
相
当
な
譲
渡
価
格
と
し
て
恵
め
ら
れ
た
 
 

九
、
八
九
二
、
五
一
七
円
で
透
る
か
ら
、
こ
れ
が
譲
渡
収
入
と
し
て
法
人
税
浩
二
二
廉
二
項
の
規
定
に
よ
り
益
金
の
額
に
算
入
さ
れ
、
一
 
 

方
、
譲
渡
し
た
資
産
の
帳
特
価
璽
一
、
〓
ニ
三
、
七
三
円
が
儲
凌
原
価
せ
し
て
同
条
三
項
一
号
の
規
定
に
よ
り
損
金
の
額
に
算
入
さ
れ
、
 
 

羞
引
六
、
七
五
入
、
八
〇
〇
月
が
所
得
と
な
る
。
せ
こ
汚
が
、
Ⅹ
会
社
ほ
、
本
件
不
動
産
を
六
、
四
三
〇
、
0
0
0
円
で
代
表
項
締
役
T
た
 
 
 



譲
渡
し
て
い
る
か
ら
、
時
価
と
譲
渡
価
額
と
の
差
額
三
、
四
六
二
、
五
一
七
円
を
収
益
の
計
上
洩
と
⊥
て
会
社
計
算
利
益
虹
加
算
す
る
と
と
 
 

も
に
、
同
額
を
T
に
対
す
る
賞
与
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
（
こ
の
低
額
譲
渡
分
を
役
員
賞
与
と
し
た
か
、
寄
付
金
、
貸
付
 
 

金
等
士
し
た
か
は
判
決
で
は
明
ら
か
で
は
な
い
か
、
性
格
的
に
は
役
員
賞
与
に
該
当
す
る
。
）
。
 
 

と
な
る
。
 
 

本
件
更
正
処
分
に
お
い
て
申
告
所
得
金
額
に
加
算
し
た
「
社
長
宅
の
低
廉
譲
渡
三
、
四
六
二
、
五
一
七
円
」
は
、
右
記
③
の
修
正
仕
訳
を
 
 

三
五
七
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な
お
、
会
社
計
算
に
対
応
し
た
純
額
法
に
よ
る
仕
訳
ほ
、
次
の
と
お
り
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ぅ 
意味 

資 す 
る。   
っ 
て 

、 

判 
決 

た が 

（  
「資 
産 
が 

第≡ 
者 
に 
譲 
渡 

す さ 
る 
課 

の れ 
た 

税 場 
の 合 

本 に 
質 ほ 

、 

の 論と そ 

計算 
し の 

て 譲 

最高 
渡 
が 

裁 時 
判 価 

し 所 よ 
が り 
繰 低 

廉 
り返 

法 離 な 
し 価 
判 

で 
格 
で 

す な 
る さ 

と れ 
た 

と 三 

利 
ろを 

き 五入  
襲 で 

し も 
の   、  



と
す
為
所
得
計
算
を
示
す
も
の
で
、
」
と
判
示
し
、
膵
線
部
分
肥
っ
き
旧
法
人
税
法
九
条
一
項
の
文
言
を
そ
の
ま
ま
引
用
t
て
い
る
が
、
琴
 
 

行
瀧
人
魔
法
二
二
条
一
項
償
「
当
該
事
業
年
度
の
益
金
の
衝
か
ら
当
歳
事
業
年
度
の
損
金
の
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
」
と
改
め
ら
れ
 
 

て
い
る
か
ら
、
、
こ
の
用
語
及
び
用
法
ほ
現
行
潜
乾
そ
ぐ
わ
ず
、
法
人
税
法
の
条
文
に
対
す
る
理
解
が
不
十
分
で
あ
る
。
 
 

掬
 
本
件
不
動
産
の
低
額
譲
渡
否
認
の
根
勉
成
定
と
し
て
被
告
は
、
「
法
人
税
法
一
±
二
条
の
同
族
会
社
の
行
為
計
算
の
否
認
の
規
定
を
 
 

そ
の
宜
ま
適
用
し
て
應
件
更
正
処
分
を
な
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
」
∧
と
断
り
な
が
ら
、
「
右
の
低
廉
譲
渡
の
行
為
は
右
法
条
に
規
定
す
る
租
 
 

税
回
避
行
為
に
も
該
当
す
竃
も
の
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
ま
ず
第
一
次
的
に
は
時
価
に
よ
り
取
引
さ
れ
た
も
の
と
し
て
法
人
税
浩
二
二
条
二
 
 

項
の
規
定
が
直
接
適
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
あ
わ
せ
て
同
法
一
主
二
条
の
適
用
を
も
受
け
る
も
の
で
あ
る
。
」
 
と
主
張
し
▲
て
い
る
′
。
と
れ
は
、
 
 

裁
決
の
付
記
理
由
の
一
つ
．
上
し
て
「
譲
受
人
T
ほ
同
族
会
社
で
あ
る
請
求
人
の
代
表
取
締
役
で
あ
る
こ
と
。
」
と
の
記
載
が
あ
る
の
に
引
っ
 
 

張
ら
れ
た
こ
と
及
び
本
件
が
現
行
法
人
税
法
施
行
直
後
の
事
案
で
傷
っ
た
た
也
に
同
法
二
二
条
二
項
の
解
釈
に
馴
染
ん
・
で
い
な
か
つ
．
た
こ
と
 
 

等
に
原
田
す
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
あ
主
張
方
法
に
は
賛
成
で
き
な
い
。
 
 
 

も
と
も
と
、
租
税
回
避
行
為
を
論
ず
る
実
益
は
、
税
法
に
否
認
規
定
が
な
い
か
又
は
は
そ
れ
が
不
明
確
で
あ
る
場
合
、
す
な
わ
ち
税
法
の
 

各
規
定
の
解
釈
に
よ
っ
て
は
課
税
し
得
度
い
場
合
に
あ
牒
の
で
透
っ
て
、
應
件
の
よ
う
に
実
体
的
な
規
定
（
法
二
二
②
）
が
あ
る
場
合
に
 
 

ほ
、
租
税
回
避
行
為
を
論
ず
 

あ
る
。
 

な
お
、
周
旋
会
社
等
の
行
為
又
は
甘
算
の
否
認
規
定
そ
の
も
の
は
、
昭
和
二
千
五
年
の
改
正
以
後
は
企
業
組
合
等
を
そ
の
対
象
に
加
え
た
 
 

こ
七
を
除
い
て
は
変
っ
て
い
な
い
が
、
否
認
の
対
象
と
な
る
行
為
計
算
の
範
囲
は
、
他
の
規
定
の
創
設
又
ほ
整
備
に
よ
り
大
幅
に
縮
減
さ
れ
、
 
 

否
認
の
対
象
せ
な
る
事
項
に
偲
、
い
か
尤
る
も
の
が
あ
る
か
を
列
挙
す
る
こ
と
が
困
難
な
は
ど
に
同
族
会
社
等
の
行
為
又
は
計
算
の
否
認
規
 
 

三
五
九
 
 
 



三
六
〇
 
 

（
注
4
）
 
 

定
は
空
洞
化
し
て
お
り
、
文
字
偲
う
伝
家
の
宝
刀
的
規
定
上
な
っ
て
い
る
。
 

こ
．
の
よ
う
な
同
族
会
社
等
の
行
為
又
は
計
算
め
否
認
規
定
の
性
格
の
変
化
に
伴
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
体
規
定
に
よ
り
否
認
で
き
る
も
の
ほ
 
 

当
該
規
定
を
適
用
し
て
主
琴
丘
征
す
べ
き
で
あ
り
、
七
と
え
法
人
税
法
一
三
二
条
の
適
用
要
件
を
備
え
て
い
て
も
本
件
の
よ
う
な
二
股
を
 
 

掛
け
た
主
張
は
避
け
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
 
 
 

被
告
が
前
記
の
よ
う
な
主
贋
を
し
た
た
め
原
告
会
社
も
こ
れ
に
応
じ
て
不
必
要
な
攻
撃
、
防
御
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
忙
対
し
本
判
決
が
 
 

こ
れ
を
土
俵
外
の
攻
撃
、
防
御
と
認
め
、
法
人
税
法
二
二
条
二
項
に
放
つ
て
判
断
し
た
の
は
相
当
で
あ
る
。
 
 
 

欄
 
本
判
決
に
つ
い
て
の
批
判
的
評
釈
と
し
て
竹
下
重
人
弁
護
士
の
判
例
評
釈
（
シ
ュ
ト
イ
エ
ル
一
六
四
号
）
が
あ
る
の
で
、
以
下
、
そ
 
 

の
当
否
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
る
こ
一
之
す
る
。
 

①
 
ま
ず
、
『
法
人
税
法
二
二
条
二
項
の
う
掲
「
無
償
に
よ
る
資
産
の
譲
渡
又
ほ
役
務
の
提
供
に
係
る
収
益
の
額
」
と
規
定
し
た
部
分
は
、
 
 

法
律
の
文
言
が
あ
る
だ
け
で
適
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
収
益
ほ
発
生
し
な
い
し
、
こ
の
条
文
を
、
所
得
の
存
在
を
擬
制
す
る
「
み
な
 
 

し
規
定
」
 
（
た
と
え
ば
所
得
税
法
五
九
凛
）
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
』
と
し
、
ま
た
、
企
業
会
計
に
お
い
て
は
資
産
の
無
償
譲
渡
又
 
 

は
低
廉
譲
渡
虹
つ
い
て
偲
、
そ
の
資
産
の
適
正
時
価
等
に
よ
る
経
理
の
当
否
ほ
未
だ
静
ぜ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
と
法
人
税
法
二
二
姦
四
項
の
 
 

い
わ
ゆ
渇
「
公
正
処
理
基
準
」
の
規
定
と
を
関
連
づ
ゆ
で
、
『
こ
の
種
の
取
引
に
つ
い
て
譲
渡
者
側
の
収
益
の
計
上
に
つ
い
て
ほ
一
般
に
公
 
 

正
妥
当
と
屈
め
ら
れ
る
会
計
処
理
の
基
準
が
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
法
人
税
法
上
の
て
れ
ら
の
取
引
に
つ
い
て
、
適
正
時
価
に
よ
る
収
益
の
 
 

額
の
存
在
を
擬
制
し
て
、
そ
の
額
の
益
金
算
入
を
必
要
と
す
る
な
ら
ば
、
ま
さ
に
「
別
段
の
定
め
」
を
設
け
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
現
行
二
二
 
 

重
毒
を
「
看
僻
し
規
定
」
で
ぁ
る
と
解
釈
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
』
と
説
い
て
い
る
。
 
 
 

う
上
ろ
で
、
企
業
会
計
に
お
い
て
ほ
、
無
償
瀬
得
資
産
の
場
合
に
ほ
▼
、
㌧
」
れ
せ
適
正
時
価
等
で
受
け
入
れ
る
こ
と
と
し
て
い
▼
る
の
に
対
し
、
 
 
 



無
償
譲
渡
又
は
低
額
譲
渡
の
場
合
に
は
、
そ
の
適
正
時
価
等
に
よ
り
収
益
を
計
上
す
る
経
理
が
採
用
さ
れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
 
 

思
う
に
、
資
産
の
無
償
取
得
の
場
合
に
は
、
そ
の
受
入
資
産
の
取
得
価
額
は
、
じ
後
の
減
価
償
却
、
売
上
原
価
、
譲
渡
原
価
等
の
計
算
の
基
 
 

礎
と
な
り
、
従
っ
て
、
じ
後
の
損
益
計
算
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
る
の
で
、
適
正
時
価
に
よ
り
受
け
入
れ
る
必
要
が
あ
る
の
に
対
 
 

し
、
資
産
の
無
償
譲
渡
等
の
場
合
に
は
、
か
り
に
適
正
時
価
に
よ
り
収
益
を
認
識
し
計
上
し
た
と
し
て
も
、
他
方
、
同
額
の
損
費
が
計
上
さ
 
 

れ
る
こ
と
と
な
り
、
純
損
益
に
与
え
る
影
響
が
同
一
と
な
る
こ
と
か
ら
、
前
述
し
た
固
定
資
産
の
譲
渡
損
益
の
純
額
経
理
と
同
様
、
こ
の
両
 
 

建
経
償
を
省
略
し
て
、
単
に
無
償
譲
渡
等
し
た
資
産
の
除
却
に
関
す
る
経
理
（
帳
繹
価
額
の
損
費
算
入
）
を
行
え
ば
足
り
る
も
の
と
し
て
、
 
 

（
注
5
）
 
こ
と
さ
ら
適
正
時
価
等
に
よ
る
収
益
計
上
の
．
当
否
の
検
討
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
る
。
 
 
 

そ
の
結
果
、
法
人
税
法
二
二
条
二
項
の
例
示
取
引
の
う
ち
「
無
償
に
よ
る
資
産
の
譲
渡
又
は
．
役
務
の
提
供
」
に
係
る
部
分
は
、
重
な
る
例
 
 

示
で
は
な
く
企
業
会
計
上
の
基
準
が
確
立
し
て
い
な
い
た
め
、
税
務
上
ほ
資
産
の
無
償
譲
渡
等
に
よ
っ
て
も
収
益
が
生
ず
る
こ
と
を
明
ら
か
 
 

に
し
た
税
務
上
の
特
別
の
取
扱
い
を
定
め
た
も
の
上
解
さ
れ
、
従
っ
て
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
「
別
段
の
定
め
」
と
同
様
、
同
条
四
項
の
 
 

公
正
処
理
基
準
の
規
定
の
適
用
は
な
い
鬼
の
 

次
に
、
こ
の
関
係
を
法
人
税
の
所
得
計
算
の
構
造
の
面
か
ら
検
討
し
て
み
よ
う
。
周
知
の
よ
う
に
、
課
税
所
得
は
」
商
法
や
公
正
妥
当
な
 
 

企
業
会
計
の
慣
行
に
よ
っ
て
計
算
さ
れ
株
主
総
会
の
承
認
等
を
経
て
確
定
し
た
決
算
に
お
け
る
当
期
純
損
益
（
企
業
利
益
）
を
基
礎
と
し
、
 
 

こ
れ
に
法
人
税
関
係
法
令
の
「
別
段
の
定
め
」
に
よ
る
一
定
の
調
整
を
加
え
て
誘
導
的
に
算
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
こ
の
課
税
所
得
計
算
の
基
礎
と
な
る
企
業
利
益
の
計
算
に
お
い
て
は
、
一
つ
の
取
引
ほ
必
ず
借
方
、
貸
方
に
仕
訳
し
て
複
式
 
 

記
入
す
る
、
い
、
わ
ゆ
る
「
複
式
簿
記
」
の
手
法
に
よ
る
の
が
会
計
慣
行
と
な
っ
て
い
る
が
、
法
人
税
法
の
所
得
計
算
に
関
す
る
規
定
に
お
い
 
 

て
ほ
、
一
立
蔭
技
術
上
、
∵
つ
め
取
引
の
借
方
側
及
び
貸
方
側
を
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
個
所
で
規
定
し
て
い
る
も
の
が
多
い
パ
こ
れ
を
無
償
匠
よ
 
 

三
六
一
 
 
 



三
六
二
 
 

る
資
産
の
譲
受
け
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
借
方
側
ほ
各
資
産
の
取
得
価
額
の
個
所
（
令
三
二
①
四
、
三
八
①
五
、
五
四
①
七
）
に
、
貸
方
側
は
 
 

一
括
し
て
法
人
税
法
二
二
条
二
項
に
規
定
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
借
方
側
の
資
産
の
取
得
価
額
に
関
す
る
規
定
で
、
そ
の
資
産
の
取
得
価
額
 
 

を
時
価
に
よ
る
と
規
定
す
れ
ば
、
貸
方
側
の
「
無
償
に
よ
る
資
産
の
譲
受
け
に
係
る
収
益
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
益
金
の
額
に
算
入
す
べ
 
 

き
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
足
り
、
改
め
て
そ
の
収
益
の
計
算
基
準
を
規
定
す
る
ま
で
も
な
く
、
そ
の
資
産
の
時
価
に
よ
り
収
益
の
額
 
 

を
計
算
す
る
こ
と
と
な
る
の
は
複
式
縛
記
の
貸
借
平
均
の
原
理
よ
り
当
然
で
あ
る
。
同
様
に
、
底
額
取
得
の
例
で
あ
る
有
利
発
行
に
係
る
払
 
 

込
に
ょ
り
取
得
も
た
有
価
証
券
に
つ
き
、
そ
の
払
込
期
日
に
お
け
る
時
価
を
取
得
価
額
と
規
定
す
れ
ば
（
令
三
入
①
二
）
、
そ
の
有
価
証
券
 
 

の
時
価
と
払
込
金
額
と
の
差
額
は
、
法
人
税
法
二
二
条
二
項
の
収
益
と
し
て
益
金
の
額
を
構
成
す
る
こ
と
と
な
る
。
 
 
 

ま
た
、
本
件
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
無
償
譲
渡
又
は
低
廉
譲
渡
に
つ
い
て
も
全
く
同
様
で
あ
っ
て
、
そ
の
一
疲
的
な
場
合
で
あ
る
寄
付
金
 
 

に
つ
き
、
無
償
譲
渡
に
つ
い
て
は
そ
の
資
産
の
時
価
（
法
三
七
⑤
）
、
低
廉
譲
渡
に
つ
い
て
は
そ
の
資
産
の
時
価
と
対
価
と
の
差
額
（
法
三
 
 

七
⑥
）
一
を
寄
付
金
の
額
に
含
め
葛
と
規
定
す
れ
ば
、
当
該
取
引
に
係
る
収
益
の
額
ほ
当
該
資
産
の
時
価
相
当
額
と
な
る
か
ら
改
め
て
規
定
す
 
 

る
ま
で
も
な
い
こ
と
と
な
る
。
以
上
の
関
係
を
仕
訳
で
示
せ
ば
、
次
の
と
お
り
と
な
る
。
 

㊤
滑
索
対
柚
苛
 
 
 

（
蒔
）
鳩
敵
芦
害
竃
（
帥
㈹
遥
‰
）
（
針
芸
警
毒
▼
岩
N
㊥
い
 
 

◎
 
南
鶉
溺
顎
 
 

（
轟
）
封
専
科
喘
－
○
－
0
0
0
ヰ
コ
（
命
∽
0
0
㊤
L
L
）
 
 

置
掛
違
紗
 
べ
ー
宍
苧
ザ
コ
 
 

柚
蘭
面
帥
耶
 
M
－
∽
O
Q
ヰ
コ
（
辞
N
N
㊥
）
 
 
 



こ
の
よ
う
に
、
法
人
税
浩
二
二
条
二
項
の
資
産
の
無
償
譲
渡
等
に
係
る
部
分
は
、
企
業
会
計
上
の
基
準
が
確
立
し
て
い
な
い
た
め
税
務
上
 
 

の
特
別
の
取
扱
い
を
定
め
た
も
の
で
、
同
条
四
項
の
公
正
処
理
基
準
の
適
用
ほ
な
い
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
収
益
の
額
の
計
算
基
準
に
つ
い
て
 
 

も
法
人
の
課
税
所
得
の
計
算
構
造
か
ら
し
て
、
そ
の
相
手
勘
定
に
関
す
る
規
定
で
こ
れ
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
か
ら
し
で
こ
別
記
 
 

の
竹
下
評
釈
は
、
法
人
税
の
課
税
所
得
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
企
業
会
計
及
び
瓢
税
所
得
の
計
算
構
造
を
十
分
に
理
解
せ
ず
、
条
文
の
文
言
 
 

の
み
に
拘
泥
し
た
独
自
の
見
解
妃
基
づ
く
も
の
で
と
う
て
い
賛
成
し
が
た
い
。
ま
た
、
所
得
税
法
五
九
条
に
比
肩
し
て
法
人
税
法
二
十
一
重
一
 
 

項
を
「
み
な
し
規
定
」
∧
と
解
釈
す
る
こ
と
ほ
で
き
ず
、
「
別
段
の
定
め
」
を
設
け
る
べ
き
で
あ
る
と
の
点
に
つ
い
て
も
、
法
人
税
法
の
所
得
 
 

計
算
に
関
す
る
規
定
が
所
得
税
法
等
と
異
な
り
完
結
的
、
網
羅
的
セ
な
い
と
い
う
特
質
を
無
視
し
た
議
論
で
あ
り
賛
成
で
き
な
い
？
 
 
 

②
 
次
に
、
同
評
釈
は
、
「
無
償
譲
渡
に
つ
い
て
益
金
の
額
に
算
入
す
べ
き
収
益
が
発
生
す
る
と
理
解
す
る
立
場
か
ら
は
、
そ
の
収
益
は
 
 

（
注
6
）
 
 

評
価
益
と
す
る
外
ほ
な
い
∧
。
」
と
し
、
昭
和
四
十
一
．
年
六
月
二
十
四
日
の
最
高
裁
判
所
判
決
に
つ
い
て
の
矢
野
邦
雄
氏
の
解
説
を
訃
用
し
た
う
 
 

三
六
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三
六
四
 
 

－
乍
「
。
わ
で
昧
商
法
砂
原
価
主
義
（
商
法
三
四
条
、
二
一
入
五
条
の
二
な
い
し
二
人
五
条
の
七
）
、
法
人
税
町
評
価
益
の
益
金
不
算
入
（
法
 
 

人
税
浩
二
五
条
）
に
関
す
る
諸
規
定
の
趣
旨
に
反
す
る
こ
と
と
な
る
」
と
主
張
し
て
い
る
。
 
 

し
か
し
、
評
価
益
と
譲
渡
益
と
は
、
そ
の
会
計
上
の
性
格
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
ふ
な
わ
ち
、
評
価
益
ほ
減
価
償
却
等
と
同
様
、
 
 

企
業
中
意
思
決
定
の
み
に
よ
っ
て
取
引
と
し
て
取
り
扱
あ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
内
部
取
引
」
た
属
す
る
の
に
対
し
、
譲
渡
益
吼
資
産
の
譲
渡
 
 

と
阜
シ
客
観
的
寄
集
に
．
隣
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
外
部
取
引
」
に
属
す
る
。
こ
の
よ
ケ
に
評
価
益
は
内
部
取
引
で
あ
り
未
実
現
で
あ
を
が
・
ゆ
ー
㌃
 
 

に
そ
町
計
上
が
原
則
的
に
禁
止
さ
れ
る
の
対
し
、
譲
渡
益
は
外
部
取
引
で
あ
㌢
実
現
利
益
で
あ
る
が
ゆ
え
に
必
ず
計
上
す
べ
き
も
の
▼
と
な
る
 
 

の
で
あ
る
。
★
」
れ
を
そ
の
発
生
原
因
（
時
価
の
値
上
り
等
）
軋
阿
十
隆
が
あ
る
か
ら
と
い
う
て
両
者
を
混
同
し
て
論
ず
る
こ
と
は
、
ひ
い
て
・
 
 

は
有
償
譲
渡
の
場
合
伊
譲
渡
益
の
計
上
を
も
否
定
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
無
償
譲
渡
の
場
合
の
譲
渡
益
の
計
上
が
対
価
の
取
得
が
な
い
が
ゆ
 
 

固
定
資
産
の
除
却
損
失
は
実
現
損
失
と
し
て
損
賢
計
1
は
当
然
の
こ
と
と
眉
れ
て
い
る
．
の
で
濁
る
。
 
～
 
 
 

ぇ
に
未
実
現
利
益
だ
と
す
れ
ば
、
当
該
無
償
譲
渡
資
産
の
帳
縛
価
額
の
換
金
算
入
も
未
実
現
利
益
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
債
務
確
 
 

定
基
準
を
採
る
税
法
上
は
否
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
見
越
費
用
の
大
幅
な
計
上
が
認
め
ら
れ
る
企
業
会
計
に
お
い
て
す
ら
、
 
 

こ
の
よ
ケ
に
、
評
価
益
論
か
ら
す
る
無
償
譲
渡
に
係
る
収
益
の
益
金
性
の
否
認
の
議
論
は
、
企
業
会
計
の
理
解
不
足
に
よ
る
独
自
の
見
解
 
 

に
基
づ
く
も
の
で
賛
瓜
で
き
な
い
。
 
 
 

（
注
1
）
 
最
高
裁
判
所
昭
和
四
三
竺
○
月
三
言
判
決
（
税
務
訴
訟
資
料
五
三
号
七
九
九
貢
）
、
同
昭
和
四
七
年
〓
亘
〓
ハ
日
判
決
（
税
務
訴
訟
資
 
 

料
六
六
号
」
一
四
九
五
貢
）
、
同
昭
和
五
〇
年
五
月
二
七
日
判
決
（
税
務
訴
訟
資
料
八
言
三
ハ
l
四
八
頁
）
 
 
 

（
注
2
）
ノ
こ
れ
ら
の
最
高
裁
判
例
が
譲
渡
益
の
発
生
原
因
を
「
資
産
の
値
上
り
」
に
限
定
し
て
い
る
の
に
は
賛
成
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
譲
渡
益
は
 
 

譲
渡
対
価
と
譲
渡
原
価
等
と
の
差
額
で
あ
る
か
ら
、
資
産
の
値
上
り
益
の
ほ
か
、
譲
渡
価
額
決
意
上
の
各
種
の
要
因
及
び
譲
渡
原
価
（
投
下
資
 
 

捧
の
未
回
収
額
）
等
の
両
面
か
ら
の
影
響
も
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
従
っ
て
、
譲
渡
資
産
が
土
地
等
の
非
償
却
資
産
で
あ
る
場
合
に
は
、
 
 
 



（
注
3
）
 
 

（
注
4
）
 
 

（
注
5
）
 
 

（
注
6
）
 
 

値
上
り
益
が
譲
渡
益
の
主
体
を
な
す
の
で
、
値
上
り
益
の
清
算
課
税
論
も
妥
当
す
る
面
が
大
き
い
も
の
の
、
そ
れ
が
減
価
償
却
資
産
で
あ
る
場
 
 

合
に
ほ
、
譲
渡
損
益
の
発
生
原
因
は
値
上
り
益
よ
り
も
む
し
ろ
既
往
年
度
に
お
け
る
減
価
償
却
費
の
過
不
足
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
と
い
 
 

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
元
来
、
償
却
計
算
は
見
積
計
算
で
あ
る
か
ら
未
償
却
残
高
と
当
該
資
産
の
時
価
と
が
雫
離
し
、
こ
れ
が
譲
渡
損
益
に
影
響
 
 

す
る
こ
と
の
ほ
か
、
特
に
、
現
行
税
法
は
各
種
の
政
策
減
税
の
一
つ
と
し
て
大
幅
な
特
別
償
却
制
度
を
設
け
て
初
年
度
特
別
償
却
な
い
し
割
増
 
 

償
却
に
ょ
る
早
期
償
却
を
認
め
て
い
る
の
で
、
「
相
当
の
償
却
」
を
し
た
場
合
に
比
し
減
価
償
却
資
産
の
帳
縛
価
額
は
過
少
と
な
っ
て
お
り
、
 
 

こ
れ
が
譲
渡
益
の
増
加
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

要
す
る
に
、
固
定
資
産
の
譲
渡
益
に
対
す
る
課
税
は
、
資
産
の
値
上
り
、
既
往
年
度
に
お
け
る
過
大
償
却
等
に
ょ
り
潜
在
的
に
生
じ
て
い
た
 
 

未
実
現
の
経
済
的
利
益
（
含
み
益
）
が
当
該
資
産
の
譲
渡
等
に
ょ
り
実
現
し
顕
在
化
し
た
時
に
一
挙
に
清
算
課
税
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
べ
 
 

き
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

法
人
税
の
課
税
所
得
の
計
算
ほ
企
業
会
計
に
依
存
し
、
法
人
税
法
の
所
得
計
算
に
関
す
る
規
定
は
、
所
得
税
法
等
と
異
な
り
完
結
結
的
、
網
 
 

羅
的
で
は
な
い
。
 
 
 

中
村
利
雄
『
い
わ
ゆ
る
「
隠
れ
た
る
利
益
処
分
」
と
い
う
法
的
概
念
の
再
検
討
』
説
経
通
信
三
二
巻
三
三
五
貢
 
 
 

中
村
利
雄
「
課
税
所
得
計
算
の
基
本
原
理
」
産
業
経
撃
二
六
巻
六
号
七
≡
貢
 
 
 

役
員
に
新
株
引
受
権
を
取
得
さ
せ
る
た
め
の
親
株
の
信
託
的
譲
渡
と
新
株
引
受
権
の
無
償
譲
渡
が
さ
れ
た
事
案
に
対
す
る
判
決
で
あ
る
。
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